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医療従事者等接種

•感染リスク及び医療提供体制の確保の観点から、
医療従事者等を接種順位の上位として接種を実施

•医療従事者の接種体制は、都道府県が調整し、
医療関係団体や医療機関が協力して確保
→今回のワクチン接種事業全体の実施主体は、
区市町村

東京では約６０万人が対象となる試算



医療従事者等接種体制（2021/3/3 現在）

・基本型接種施設：１６７施設

・連携型接種施設（主に病院）：５１５施設

・今後連携型施設となることを

希望している診療所等：２７３３施設
①自院のスタッフ等がワクチンの運搬可能：１５９５施設

②V-SYS、都の予約システム利用可能

③地域の基本型施設とのマッチング



厚省

基本型施設(167)：保管・分配・記録・
発注等 役割・業務が多い

(5)ワクチン発注
V-SYS

ファイザー社

(6)ワクチン納品

連携型施設：基幹型と連携の上
ワクチンの配送を受け、接種

(4)ワクチン発注
（翌週分を前週
に申し込む等）

(7)ワクチン配送(週始めに卸・配送業者等が
１週間分を配送等：５日以内に接種完了）

(1)対象者リスト提出

(3)接種申し込み・予約
（予約システム・電話等）
(8)予約日時に接種に行く

地区医師会・薬剤師会・歯科医師会

(2)予診票発行

医療従事者向け優先接種

対象者リストを作成

取りまとめ機関は
V-SYSにて受診票発行

連携型希望の
診療所等

連携型以外の
診療所等

連携型施設
病院(515)

(2021/3/3)



医療従事者等接種のワクチン供給

ワクチン供給：3/1～ ４９箱（47775回分）

3/8～ ４９箱（47775回分）

*三週間後に同量の配布

4/19～ 全国 ２４００箱

*東京都 ２４０箱？（234000回分？）

『４月中には医療従事者等への

初回接種を完了できる供給量を確保』



医療従事者等接種について
•ワクチン（ファイザー）は2回接種を原則

•当初はワクチン供給量が限定的だが、
医療従事者等への初回接種を
４月中から可能な限り全都的に施行する体制を整備

•医療従事者等への接種の完了を優先する

•アナフィラキシー等有害事象には確実に対応する

•高齢者等接種のフェーズに繋がるよう、
幅広い体制でワクチン接種ができるよう整備


